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米バイデン政権始動
米国では民主党のバイデン次期大統領が、2021年1月20⽇に就任式を迎えます。就任演説や、そ
の後1月末から2月初に予定される施政方針演説で⽰される新政権の政策運営方針が注⽬されます。
また、1月5⽇のジョージア州での連邦議会上院の2議席の決選投票も重要です。共和党が1議席で
も獲得すれば、民主党は上院で過半数の議席を得られず、バイデン政権は政策運営において共和党
との妥協を求められることが多くなりそうです。

新型コロナウイルスの感染状況
多くの国で新型コロナウイルスの感染拡大が続き、活動制限が強化されていることなどから経済への影
響も懸念されています。英国では感染力の高い変異種の感染が拡がっていると⾒られ、他国へも拡が
らないかに注意が必要です。一方、欧米などで新型コロナウイルスに対するワクチンの接種が始まりまし
た。接種が迅速に進み、十分な効果が得られ、深刻な副作用がないか、といった点が注⽬されます。

各国の景気動向
⽇米欧などの主要国の景気は2020年前半に大幅に悪化した後、7-9月期には急反発しました。しか
し、新型コロナウイルスの感染再拡大などにより10-12月期には減速したと⾒られます。2021年1月に
発表される2020年10-12月期や12月分の各国の主要経済指標の動向が注⽬されます。1月前半
に発表される予定のIMF（国際通貨基金）の世界経済⾒通しが、前回の10月⾒通しからどのように
修正されるかも注⽬されます。
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予定

5⽇(火) 米国 連邦議会上院ジョージア州選挙区決選投票

8⽇(金) 米国 雇用統計（12月）

前半 IMF（国際通貨基金）世界経済⾒通し発表

20⽇頃 中国 10-12月期GDP、鉱工業生産指数、小売売上高、固定資産投資（12
月）

20⽇(水) 米国 大統領就任式

21⽇(木) ⽇本 金融政策発表

21⽇(木) ユーロ圏 金融政策発表

27⽇(水) 米国 金融政策発表

28⽇(木) 米国 10-12月期GDP（速報値）

29⽇(金) ⽇本 失業率、有効求人倍率、鉱工業生産指数、住宅着工件数（12月）

国・地域


	スライド番号 1

